
Fig. 1 Schematic illustration of characterization  

of adsorbed exosomes on solid substrates by AFM. 

 

Fig. 2 AFM image of exosomes on SiO2/Si. 

The lower panel shows the cross section along 

the line in the upper panel. 

 

固体基板上に吸着させたエクソソームの AFM 評価 
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【はじめに】近年、細胞分泌物であるエクソソームと呼ばれる小胞が注目を集めている。直径

40-100 nm程度の脂質二重膜で囲まれた膜小胞であるエクソソームは、分泌細胞由来のタンパク

質や miRNAなどを内包しており血液や尿などに含まれている。このエクソソームががん転移に

関わっていることが明らかになり[1]、疾病の診断のみならず治療への応用が期待されている。ま

たエクソソームには様々な種類があり、電子顕微鏡等により観察されている[2]。本研究ではエク

ソソームを固体基板へ吸着させ、その形態を原子間力顕微鏡(AFM)により評価したので報告する。 

【実験方法】精製した HT-29細胞由来のエクソソームを SiO2/Si基板上に滴下し、1時間室温で

静置させた。その後リン酸緩衝生理食塩水(PBS)によりリンスをし、液中環境下において AFM

の Dynamic Force Mode により観察を行った。Fig.1に実験のモデル図を示す。 

【実験結果】Fig.2に SiO2/Si基板上に吸着させたエクソソームのAFM像を示す。幅 100-400 nm、

高さ 20-70 nmの吸着物が観察された。また Fig.2の矢印が示す部分において、Fig.2 下部に示す

ように高さ約 5 nmの膜が観察された。基板支持脂質二重膜と同程度の高さであることから、こ

れはエクソソ ームが吸着→破裂することにより展開された脂質二重膜であると考えられる。ま

た、このような膜形態はアミノシラン(APTES)修飾表面では観察されなかった。ベシクル融合法

による基板支持脂質二重膜の形成において、表面の親水性が重要であることが報告されており[3]、

本実験においてもそういった表面状態が影響していると考えられる。 
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